


















































小林 信一 -･- 43
若松 征男 -- 85
米本 昌平 -- 95
烏井 弘之 ･-- 125
橋元 良明 -- 151
小野 直路 -･- 177
中島 秀人 -- 187
松本 三和夫 -･211
村上 陽一郎 - 221
堀部 政男 ･-- 241
加藤 尚武 ･-- 273
夏井 高人 -- 285
長岡 昌 ---I315
奥野 正寛 -- 331
6.｢社会とのコミュニケーションにおける科学技術への関心喚起と理解増進｣
倉本 昌昭 --- 345
7.｢体外受精の開いた道 :生殖医療の未来を考える｣ 金城 清子 --- 355
8.｢一般廃棄物とダイオキシン類(レジュメ)｣ 関 寿彰 -･- 375







































































































































































































































































































































誕生､展開したものと紹介されたり (村上陽一郎 『科学者とは何か』)､あるいは ｢科学





特に､1994年にマイケル ･ギボンズ (サセックス大学科学政策研究ユニット所長 :














































































藤垣裕子 ｢サイエンス ･ウォーズ｣1999､政策研ニュース No.130
マイケル ･ギボンズ編著､小林信一監訳 『現代社会と知の創造 モー ド論とは何か』19
97､丸善ライブラリー













































































































































































































































































































































































































































































































ろな ｢組織｣｡その間にいろいろな関係がある｡特に ｢生活者｣と ｢組織｣というところ
では､企業は商品を､官公庁はサービスを生活者に提供しているわけですが､そういうも
のを通じて､その間にはいろいろな複雑な関係があります｡
それから ｢生活者｣と ｢科学者 ･技術者 ･専門家｣には､制度的な直接の関係はありま
せんが､対話 ･コミュニケーションといった情報のやりとりがもっと必要なのではないで















ダウンして､具体化したのが図2です｡ここでは ｢生活者｣が､一番下の ｢公衆 ･パブリ
ック｣に変わっております｡それから､一番上に ｢政府｣がありまして､それから真ん中
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図 2 科学技術をめぐるコミュニケーションの概念図
3ー8-














阿曽沼 明裕 (筑波大学高等教育研究所) 小林 信一 (電気通信大学)
川崎 勝 (山口大学医学部) 長虜 元 (東洋大学)
調 其佐志 (信州大学) 若松 征男 (東京電機大学)
松原 克志 (常磐大学) 松本 三和夫 (東京大学)
② 科学史､技術史､個別領域等からの流れ
吉岡 斉 (九州大学) 原子力問題
米本 昌平 (三菱化成生命研究所) 医療 ･環境問題
中西 準子 (東京大学) リスク科学 (水問題)
松原 純子 (東京大学) リスク科学 (健康問題)
(2) STS教育グループ
① 日本科学教育学会の一部のメンバー
木村 捨雄 (鳴門教育大学) 現会長
武村 重和 (広島大学) 一一一長清 元 (科学教育システム研究会､2月発足)
小川 正賢 (茨城大学) 熊野 善介 (静岡大学) 金森 修 (筑波大学)
理科教育の改善の視点からの研究が中心｡全国的な教育課程の改訂と個別のカ
リキュラムの開発の問題および国際的なカリキュラム改善運動の流れがあるo





○ 理科の各教科研究団体 (物理 ･化学 ･地学 ･生物)の枠を乗り越えて総合的
なカリキュラムの編成を研究し､次期学習指導要領に反映させていこうとい
う動きもある｡ - 教科 ｢理科｣関連学会協議会
(3)科学技術政策研究グループ
① (財)日本科学技術振興財団グループ (丹羽先生他)
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1995年9月 scienceFunding会議 (Otawa､小林参加) 中心的な話選
(産業技術政策のような議論に岸持しつつも､内容には共感)










































モー ド 1 モード2
ディシプリンのコンテクストで アプリケーションのコンテクストで
進められる知識生産 進められる知識生産
問題設定 ディシプリンの内的論理によって決まる アプリケーション (単に産業的な応用だけでなく､社会
研究活動の実用的な目的は直接的には存在しない､実用化は､予期せぬ副産物～リニア .モデル 的な応用を含む)のコンテクストで決まる
問題解決 ディシプリン固有の規約､方法にしたがつ 特定のディシプリンだけでなく､広範なディシプリンか
て進められる らの参加トランスデイシプリナリな問題解決の枠組み個別ディシプリンには い独自の理論構造､研究方法､研究様式 (必ずしも個別ディシプリンの知識体系の発展には寄与しない)
研究成果の価値 ディシプリンの知識体系の発展にいかに貢献しうるかによって判断 ～ピアレビュー 問題解決への貢献､スピード
研究成果の普及 学術雑誌､学会などの制度化されたメデイ 制度化されたメディアを通じて普及するのではなく､参アを通じて普及 加者たちのあいだで学習的に知識が普及 (参加型)
参加者の資格 各ディシプリンの中で (大学の学科など) 多様な母体からの参加 (大学研究者のみならず､産業界､
で養成された研究者 政府の専門家､さらには市民も)
研究組織 永続的基盤を有する 一時的




























































































































(1)過去の議論 との関係 と独 自性
パラダイム論､マートン･ノルムなど モード1の個別ディシプリンの内部の間違








モー ド弟と科学錯節政弟研究 NISTEP1997-914,Jt耕 (5)
(2)情報ネットワーク時代の科学論
モード2を支えるインフラとしての情報ネットワーク




















































































多角化期 横複的な多角化 (技術融合) 遷移期?
選択的多角化 多角化の揺れ戻し､安定､専業回帰ではない
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agendasetting researcher producer SPOnSOrbottom-Up ml'ddle-up-and-down top-down
ex-anteeValuationof SPOnSOr sponsor/｢esearche｢ SPO∩SOr
agenda peerevaruation external/peerevaluatiOn selトevafuation
ex-anteevaluationand SPOnSOr producer Sponsor
securIngOfresearch peerevaluation externalevaluation externalevaーuation
team application scout/applJCation inhousetrainning
duratJ'OnOfconfiguratjon permanent temporary permanent
characteristicsOf homOgeneoUs heterOgeneOus homogeneous
configuration nOthierarchical somewhathierarchical hierarchical
output academiccommunity societaluser Sponsor
ex-posteVa山ationof academiccornmunity socielaluser SPOnSOrpeerevaluation externFevaluation externaleVaZuation
output academiccontributiOn societalperformance interimevaluationperformance





marketof｢esearcher internal external internal
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-三 つ の次 元 の意 志決定
(資料.1)
近代市民の規定
① 医 者 -患 者 関係 の レベル -- - ･- - - 患者 の 権 利 } ′
② 医 者 -医 者 関 係 の レベル - ･- ･- ･- - ガ イ ドラ イ ン
(medica一 profession) _ノ
委員会 報 告 の積 み あげ
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イギ リス フランス ドイ ツ アメリカ合衆国 日 本
懲罰規定をもつ公的身分団体(強制加盟) GeneralMedica1L'OrdredesMedecins(地方-全国) Bundesar2;te-kaJnmr(州支部あり) 各州のloca1 なしCounci_1 medicalsociety(厚生省医道審統合)
任意加盟の戟能利益団体A BritishMedicalAssociation,など ConfederationSydicatsMedicauX 血lericanMedicalAssoitionなど 日本医師会 (社)JapanNedical
(組ロ) (BMA,etc) FrancalS(C.S.班.F.,etc) J(AHA) Assoclat10m
専門個別のガイドラインを出す乱粒 RoyalCollegeofPhsicians,.etc DeutsheGsellschaftfurCirurgie,tc(Rsoluorl)I臥1ndartzekaJnrner各専門学会およびNm 各専門学会
医学研究を助成管理する国家組織 Medical ⅠnstitutNationaldela National 一本化された
Research Santeetdela Ⅰnstituteof 機関なし
CouncilRecherche Health,etc (文部省 .厚生省 .
-112-
生殖技術の規制内等の比較
(表1) 生殖技術-の対応､各国比較 (資札 7)
イ ギ リ ス(ヒト受精.荘帯究這.1990)lt同認可鎧関実施要額 1 ド イ ツ(連邦医師会指針､1985)(荘保護法､1990) フ ラ ン ス(｢生命倫空法｣､1994) ア メ リ カ(各州法,判例)
受けられる条件 1 実質上男女のカップル 婚姻 カップルのみ ｢生殖年齢にある生 き 規制なし(既婚.未婚の別J.+=し) 医学的不妊 た男女のカップル｣
要カウンセリング (医師会指針) 医学的不妊
配偶子提供の条件生 まれてくる 本人同意､薫償､匿名 卵提供業止 本人同意､崇償､匿名 掃出認定(寛一親子法)
靖出否認の禁止 出自を知る権利を 清出否認の禁止
出自を冠る権利は 認める 出自を知る権利は
子の保護 限定 (要請) (医師会指針) 否定
受精卵の 最高5年 まで蔑剖なし 冷凍保存は容認広言/%供は原則 として禁止 最高5年まで1年ごと確認 規制なし
冷凍保存
保存鑑 謹供 手読 さを厳格に して認める
余剰広の実景利用 受精後14日までのもののみ認可 受精の時点から禁止 原則禁止､例外を認める 規制なし(国家助成の凍結､解除)
美東目的の旺作成 受精後14日までのみ認可 禁止 禁止 規制なし
代 署 出 産 巨 商業喜要望砦 ものI (1985年Lf'.=よる) 禁止 禁止 104iiで有償の契約薫効
出生 前 診 断 規制fi:し 規削な し 日的､実施施設を限定 して認可 規制なしI
狂 の 着 床 前診断 l 規制なし 法罵釈がわかれている 条件つき認可 規制なし
キ メ ラハイ7`リッドク ロ ー :弓 宗止 -蔓 禁止 ｢人類の退任的一体性の侵害｣を禁止l 規制なし
*5本:二:三億別学会のガイドライン以上の対応はない)参考三でにB本産科婦人科学会の ｢見解｣に1九lf､
日 生種技術の適応.:三.医学的不妊の認められた冶婿カ./プルに限る i日 受精卵の夜話IR存は給田LP･母





































































初期馨告 1960年代後半 1974 1970年代
公的な科学 EHEP CCOL ⅠPCC
アセスメン ト 1978- 1977- 1988-
交渉 フォーラム 国迎欧州経済委員会 国迎環境計画 政府間交渉会議
(UN-gce)1978- (UNEP)1981- (川C)1990-
枠組み条約署名 長距離越境大気 ウィーン条約1985 国連気候変動
汚染(LRTAP)集約 枠組み条約
1979 1992
発効 1983 1988 1994
納定番 SOX NOx モントリオール
署名 1985 1988 1987






























































凱 6 RAE-～;Sモデルによって三- れた "80茸におliるSO∫
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図11940-9博 のアメリカの軍事#(91年ドルM _) (資料･21)
(OTA紬祭 :Altel･tleColdW(lr.1992●より一部改作)
GNP(%)
年 1940 1945 1950 1g55 1960 1965 7g70 1975 7980 1985 1990
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図7






0 20 40 60 80
図4･2･3 テレビゲームで選ぶ頻度 (絶務庁‡6年調査から)
l984 l989 ほS4
男の子 l立 芳茸 55% 野等 49% サ ッカー 59%
2位 サッカー 43% テレビゲーム 34% テレビゲーム 12%
3位 ド-/ジポール 27% サッカー 2S% 三ヲ買 25%
<jTi 鬼ごっこ.さく九んだ21% ド-/ジポ-A,2i% A-スケ-/トゴール 19%
5位 ポールこ≡ぴ 14% 克ごっこ.かく九んE_'20,日l克ごっこ.5}くれんは15%ド-/ジ京-ル15%
ヌ■の子 Z位 鬼ごっこ.かく九んだ31% 鬼ごっこ.かくれんだ3]% 完ごっこ.さくfLん'_>23%
Z位 ドッジボール 25% ドッジボール 17% テレピケ′-ム 18%
3位 ゴム飛び 14% トランプ 11% 享 -マン.JJを琵}_.17%




表1 友人とのつ き あ い 方
親友 友人
1982 1987 19921982 1987 1992
なんのか くしだてもなくつきあう 中学生 61.3 53.0 59.1 ll.6 11.4 12.5
高校生 68.6 66.7 67.8 9.1 7.3 8.6
心の深いところは出さないでつきあう 中学生 22.8 25.5 21.9 40.3 34.3 37.4
高校生 20.3 22.5 20.3 51.0 45.4 46.6
こく表面的につきあう 中学生 ll.6 17.5 13.2 46.8 52.5 46.9
高校生 5.3 7.7 9.0 38.9 46.4 43.6
いない 中学生 2.8 1.6 1.6 0.0 0.1 0.1




































































80 85 90 (95)
2.8 2.9 3.1 (4.8)
表5 どんなときに隼堅 い孟感じる7blS?→ ｢宅o^や仲間訂 声と95.｣ 9570 5 80 85 0
図9
38.8 44.3 58.8 56.8 64.1 63.2
国表16 放友の鼓
いrJ･い
中学生 l人 2人-3人 4人-9人 10人以上
いな い
高枚生 1人 2人-3人 1人-9人 10人以
ー171-
表6 父親との会話の頻度
70年 75年 80年 85年 90年 95年
非常によく話す方 6.0 9.2 9.8 ll.8 12.6 17.1
話す方 39.6 42.6 47.9 44.8 42.3 44.7
計 45.6 51.8 57.7 56.6 54.9 61.8
表 7 母親との会話の頻度
70年 75年 80年 85年 90年 95年
非常によく話す方 22.0 27.6 30.1 27.2 31.2 38.3
話す方 56.6 53.5 55.9 56.9 51.6 48.8
計 78.6 81.1 86.0 84.1 82.8 87.1
-172-
蓑2 ｢友人関係の深さス ケ ルー Iの平 均値 の 比 較
テレビゲーム''' 携帯電話書目 ポケベル事H
遊ぶ 0.64 ふだん利用 1.33 ふだん利用 1.21
… :pく.001 スケールの値は大きいほど深いつきあいを好む傾向を示す
裏3 パーソナル ･メディアの利用と心理傾向















局''' 高 ' ' 事 高''
尊`重◆ 尊重' 尊重=
小 事 小事




jミ上戸シ去ゾ耐性あり 性(女)- > テレビゲーム(-)'> 酢 符缶詰(-).>年齢(高)●
藍望窪蓋曇琵琶雷 雲藍肝 f gTi17憲 ,(;'患 盈 蒜,･, ポケベル-
感覚志向 年齢(低)'''> テレビトム書> ポケベル(-)*
1173-
‥_ー ‥_._.ー‥_ai5*還 甥 _訳 慧票 哲 聖 個人利用率 所有率(射 個人利用率(%)
衛星放送受信装置 27.8 12.6 パソコン 23.8 11.1
ケーブルテレビ 13.7 9.7 ワープロ 40.8 12.0
ビデオデッキ 93.9 63.8 ファクシミリ 15.2 4.2
ヘッドホンステレオ 67.9 31.8 テレビゲーム 61.8 25.0
携帯用CDプレイヤー 30.8 12.7 携帯用テレビゲ-ム 19.7 3.8
携帯電話 ･PHS 29.3 12.5 電子手帳 18.5 5.1
ポケベル 28.6 18.7
総務庁 96年調査データの再分析)
表 6 各タイプと ｢友人関係の深さ｣
ケータイ派 マルチ派 キーボー ド派 映像派 マジョリティ ゲーマー
1.221 1.171 0.973b o.851b o.833b o.52b
分散分析で F‥pく.01 数値右肩のa,bは同記号間ではpく.05の有意差がないことを示す｡
図 コミュニケーション関連心理特性とコミュニケーションタイプ








図 2 特殊視覚環境下における能動 ネコと受動 ネコ








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































アメリカのサイエンス ･テクノロジー ･アンド･ソサエティーの大学の学科として 一番
占いのは､ハーバードのプログラムだそうですOこれはIBMがお金を出して 1964年に
創設されたそうですが､うまくいかなくてすぐつぶれました｡その後､コ-ネル大学にサ



























で一番大きいのは､MITのサイエンス ･テクノロジー ･アンド･ソサエティー ･プログ
今はおそらく世界でいちばん大きいSTSのプログラムではないかと思います｡責任者は､




























































































































































東 京工業大 学 大 学院社 会理 工 学研究 科
技 術構 造分析 講 座助 教 授 中島秀人
回顧 日本 の STS事始 め
ザ イ マ ンの著書 との 出会 い
先端研 へ の就職
sTSに 関心 を持 つ人 々 との 出会 い
STSにつ いて の各種 調査 の開始
STSNetworkJapanの発足
各 国 の STS関連機 関等 の概 略
SISCON70ロシ小ェクト以 降 の 流 れ
研 究 と教 育
STSとは何 か
定 義
｢科 学 技 術 の社 会的 側 面につ い て の人文 ･社 会科 学 的 な研 究 ･教 育｣
STSの長 所 と欠点
STSの成 長 の背 景
生 存 の工 業 化





STS関 係 事 項 年 表 (自分 史 を含 め て )
1971年 SISCONプ ロ ジ ェ ク ト構 想 (BillWilliams,Lee°sUniv.)
背 景 に大 学 理 工 系 一般 教 育 の 改 革
73年 SISCON研 究 プ ロジ ェ ク ト開 始 (財 政 支 援Nuffield財 団 )
76年 SISCON70ロシ小ェクト第 二 期 (責 任 者MichaelGibbons,ManchesterUniv.)
77年 渡 辺 正雄､ ｢新 しい 理 科 教 育 の 流 れ ｣ と してSISCON紹 介
85年 ご ろ ザ イ マ ンの STS論 との 出会 い
87年3月 フ ォ ー ラ ム STS 『サ イ エ ンス を 再 演 す る』 刊 行 (北樹 出 版 )
88年7月 ザ イ マ ン 『科 学 と社 会 を結 ぶ 教 育 とは』 刊 行 (産 業 図書 )
88年 11月 東 大 先端 研 ･社 会 =科 学 技 術 相 関 大 部 門 へ の 就 職
89年9月 松 原 克 志 氏 の 先 端 研 訪 問 ･これ を き っか け にSTSのネットワ-キンク小構 想
そ の後 小 川 正 賢 氏 との 出会 い 教 育 分 野 で の STS
90年 3月 STS懇談 会 ･STSNetworkJapan発 足 の 方 向 へ
シン恭○シ1tウム年4回 (当 初 )､ 研 究 発 表会 総 会､Yearbook刊 行
夏 の学 校､ Newsletter
92年 2月 NASTSの 年 会 に 出 席 し実 状 を調 査
92年 3月 文 部 省在 外 研 究 にて ロ ン ドンに滞 在 (一 年 間 )
BillWilliams,JoanSolomon,JohnZiman,JohnDurantらに
対 す る聞 き取 り｡ GothenbergのEASST/4S会 議 で の発 表｡
94年 欧 米 の学 者 Handhoob For ∫cjence8,7'echnology∫ludJe5刊 行
95年 10月 EASST/4S合 同 のBielefeld大学 で の 会 合 の大 成 功 (参 加500名 以 上 )
日本 か ら大 規 模 な代 表 団 を派 遣
96年 ギ ボ ンズ らの 『現 代 社 会 と知 の創 造 』 訳 出 (丸 善 ) (原 著94年 )
97年3月 STS国 際 会 議
関 連 文 献 目録
中 山 茂 ｢科 学 政 策 研 究 の 動 向 ｣､ 『研 究 ･技 術 ･計 画 』､ Vol.2,No.3(1987)
中 島 秀 人 ｢新 しい 科 学 技 術 論 の動 向 一 一新 分 野 STSの 成 立 ｣ 『日本 物 理 学 会 誌 』
Vol.46,No.5(1991)
中 島 秀 人 ｢ 『科 学 見 直 し』 の 見 直 し｣ ､小林 他 編 『科 学 とは何 だ ろ うか 』 (木 鐸 社 )
ザ イ マ ン 『科 学 と社 会 を結 ぶ 教 育 とは 』 (産 業 図 書 )
小川 正 賢 『序 説 ･STS教 育 』 (東 洋 館 出版 )
STSNetworkJapan企 画 『科 学 ･技 術 ･社 会 (STS) を 考 え る』 (東 洋 館 出版 )
野 上 智 行 『STS教 育 一 一理 論 と方 法 』 (明治 図 書 )











設立 1960年 丁､J､5Jh ､【 -`
1964*






































p慧 慧 慧 sUc::n: TyS :1:I :dhsoiT-;dJSnT,yD諾 ト諾 9*(霊 ㌘ちSTSの研究と教育の結合をはかるNadonalSTSNetwortの本坊を担当
大学､政府､科学技術者､博物館スタッフの連絡をはかるた捌 こ1988年にできたNadonalSTS(ニュー
ズレターNASTSnews)の乳敵担当


























+-Ra ●掃除鞍 ●洗荘放 ●テレビ ●ビデオステレオ ●′{t/コン
●食品 ●添わかし放 ●テープレコーダー













































3月26日 r大字における r科学と社会｣故首の実現｣ 笠 耐
｢イギリスにおけるSTS｣ 高B]足代志










3月30日 ｢研究 ･故官の国際動向｣ 笠 耐 ･若松従弟
4月27EZ r研究開発制度と改育部監｣ 村上陰一郎
5月18日 ｢科芋技術 と社会を見る眼｣ 中岡哲郎 ･中島秀人
11月2日 ｢早坂 ･倫理 ･教育｣ 弘 睦夫 .大野井草 .鬼頭秀一
19gZ年






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































る意匠権､商標法 (昭和34年法律 127号)による商標権､商法 (明治32年法律48
早)による商号､不正競争防止法 (昭和9年法律14号)による原産地表示等､半導体集
積回路の回路配置に関する法律 [半導体チップ法](昭和60年法律43号)による回路





























































































































































































































































とも報 じた (この事件について､筆者は､NHKの2月1日のニュース ･セブンでコメン
トをし､また､読売新聞2月7日朝刊掲載の対談で論じている)｡
逮挿された会社員は､世界中のコンピュータを電話回線等で結んだインターネットの按




























































































































同教授は､前述のべ ッコアメ事件などを紹介 し､また､パソコン通信 (BBS)では､
｢大容量のハー ドディスクにわずか数十キロバイ トのわいせつ画像があれば､そのハー ド
ディスク全体が 『わいせつ物』なのたろうか｣と疑問を投げかけ､インターネットについ
て､｢インターネッ ト上のコンピュータ言語であるハイパ-テキス ト (HTML)のリン
ク機能によって､データが各コンビェ一夕 (サーバー)において共有されることもあるか
ら､この場合は特定のわいせつデータにリンクを張ったホームページが開設されている､
インタ-ネ ットに点在す る各サーバーがすべて 『わいせつ物』ということになる｡『わい
せつ物』という言葉をそのような文脈において使用することは､これまでの判例からも､
一般の常識的な用語法か らも外れることになるであろう｣と問題点を指摘 している (同6
貢)｡
また､同教授は､刑法第 175条にいう ｢陳列｣について､同条の ｢図画｣との関係に
も言及 しながら ｢従来の判例に従えば､わいせつなフイルムを映写や放映することは 『陳
列』にあたる｡ただし､『陳列』されたものはスクリーンやブラウン管に写し出された 『映
像』ではなく､『わいせつフイルム』それ自体である｡フイルムの陳列手段 として､映像





































































第 1編 電気通信サービス (TelecornmunicalionServices)
第Ⅲ編 放送サ-ビス (BroadcastServices)



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































あって､現在審議中の､- トー マスというのは機関車 トー マスの トー マスじゃなくて､
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‖
鼓 舞 事 故 報 道 の 具 体 例 (中央抵)4月18日 (土) 夕 刊
(全色た.東京♯内反)朝 日 新 開 改 元 新 関 毎 日 新 開 東 京 新 開
本記ちの(主 数 千原 発 < 放 射 能 もれ 敦賀原発で放射能漏れ 敦賀原発<放射能汚染 敦賀原発で放射能軌 f海草汚染平常値の 10倍 ｢振排水路から高JtZEt*出川i@ 海辛潤 珊 蓋㊥iTf… 買値 海草類か ら通常値の 10倍 -JE排水特から洗出
人 ㊥ -捨 土 芸等 棚 董 @湾心 灘 要覧 蓋 妄 冒 離日麿
とし 見iLdi 人旧H 至 工･ 会 も 嘉♯is誘●tな｢L人_
サイドちの′ヽ主とし ~原発銀座 -不安に拍車 ｢海が汚染｣不安な住民1 ~｢轟切Cオlた.- 安ー全1宣伝






















































































0 20 40 60 80 10%
- 大変良く知っている [=コ 普通に知っている
14カ国の市民の科学的リテラシー
〔 ｢oE〔
D47度浄d7御 :%ソテラレ-う蜂 ???? ?


















20 40 60 80 100
OECD14カ国における科学 ･技術に対する関心の割合
｢oEC-iJ'･5,度卑91稗等.)テラt, - 鯛衷t- -て｣
昨鉢声蕗･雪上如 -I,郎 亀城
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一番古いのは､1792年にフランスのパリにできたミュゼ ･デザール ･エ ･メティ工と
いう工芸技術博物館ですO現在は､改修してオープンしたかしないかなんですが､グラ
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































日本 アメリカ ビク トリア州 イギリス フランス ドイツ スウェ -ーデン
1.法律婚夫婦間 .体外受精 ○ ○ ○ ○ (⊃ ○ ○
2.事実婚夫婦間 .体外受精 × ○ × (⊃ (⊃ × ○
3.夫婦間 .凍結月引受用 ○ (⊃ ○ ○ ○ (⊃ (⊃
4.提供精子頻用 .体外受精 × ○ (⊃ ○ C) (ゝ ×
5.線供卯.使用 .体外受精 〉( ○ ○ (⊃ ○ )く )く
6.増供旺僧用 .体外受精 >く (⊃ ○ () 〉く × ×
7.人エ授捕AJ代理母 × ○ × ○ × × lヽ
8.体外受精型代理母 × ○ × (⊃ X ＼ ヽ











































(万t/年) l ごみ総排出量と1人1日当たり排出量の推移ー (g/^ 日)
5,5000･.■IZ 4給 49975.0445ー0775.0205.0305.054 1,5004 人3 -日当た2 り排也量
I_A
4.462‥n. 4.448 4.47j r
17ヽノJ~■4.205 41534.319 t i6^ 禦 3044'345
排豊 4.0003,52 ■1 163
1.1 14 1 , 120… 81104 1,103 1,106
1∩史つ 1,100090
1.033 1.0281-0491.032 1.028 1,04＼989 92シ / ＼ 93/ ＼ nOnQQ.9861.007
一ヽ一/ I ,l t l l I l T I L l r l l A t r l r f L




































I L)rr IAフ 化 JT( lz.lZ1
2.5LirJ(7.03日
0+◎+◎-ト①+㊨+め - 13.81G千 l/･'li(1ZO.CI･T･t/‖)
0 ト㊥+◎ 1㊥+の ト㊥+⑦ - ･19.665千L/Ll-･(136.1-l'･l/Il)
O-ト(令+㊥十の十◎+㊨+(7)｢㊥= 50.536千L/tr.(138.5千l/tl)
1人llは /=りtJF.'l'･JTt=(0+⑦+Q)+㊨+⑤･ト◎+⑦+㊨)/∧ - 1.1061ノ人ll






































1年 後 ]一 5 5年後
ま で 年後 以降










































ヽ さ 大都T臣山域 中小郡市1地域 バックグラウンド地域 (pg/kg′day)(pLr/kI:/(I.-ly) (T)ど/kg′day)
食 物 0.26-3.26 ! 0.26-3.26 0.2Li～ :i.2(;
フく 気 0.18 0.15 0.02
水 0.001 0.001 0.001
=L. 班 0.OS.1 0.OSd 0.ロos
fHl:rTイオ与シンリスケ:ほ甜仝｣岩黒
食物からのダイオキシン頴の摂取量及び哨戒比
分 類 摂収㌫一)(pg-T【.:(Vkg′day) ･fl'fi成比 '-I(i)6)
魚介類 2.i 6L!.`l
乳製 品 0.36 tt.0
E,I:I-描 .卯 0.35 LU.7
緑色野美 . 0.22 6.7
その他(.fi器) 0.23 7.i









































































































みをその他頚で処Jlr-4'るというrl'=J.tJliLuIJlのIl;.:‖り｣ ●基本理念 1 循環型†土芸は浦システムの実現




















































































調 査 地 点 本年度第 1回調査結果 辛孟9年度買主芳美年 平 均10年 6月16日 0年 6月17日 平 均
① 港区白金 0.48 0.29 0.39 0.46
② 目黒区碑文谷 0.49 0.28 0.39 -
③ 大田区東椛谷 0.54 0.37 0.46 0.67
④ 世田谷区世田谷 0.50 0.∫37 0.44 0,73
(9 中野区若宮 0.54 0.68 0.61 -
⑤ 荒川区南千住 0.55 0.19 0.37 -
⑦ 板橋区氷川 0.54 0.46 0.50 -
⑧ 練馬区石神井台 0.59 1.0 0.80 0.74
⑨ 足立区島根 0.45 0.37 0.41 0.96
⑩ 書館区瑳倉 0.24 0.32 0.28 -
⑫江戸川区春江町 0.21 0.23 0.22 0.89
⑫ 八王子市片倉町 0.56 0.61 0.59 0.58
⑬ 立川市錦町 0.48 0.70 0.59 -
⑭ 武蔵野市吉祥寺南 0.64 0.83 0.74 -
⑮ 町田市能ヶ谷 0.52 0.80 0.66 -
⑬ 小金井市本町 0.67 1.4 1.0 -
⑰ 福生市本町 0.44 0.41 0.43 0.53
⑬ 東大和市奈良橋 0.49 0.72 0.61 -
⑩ 清瀬市下宿 0.86 1.5 1.2 1.4
上記地点の平均 0.52 0.79 I 0.78







二 者 名 i.脚 .,=≡把郡上 慧 ;fJ三二ri;-lf,こ.:-?真
津黄=-i(有無ごみ)
謀 .罵 1%{= 平 戎 S字9月ヰ≡ i.i
壱 ≡ 筈 J' l_号声 平戎:0宇7月2≡ 工.1
2号芳 字義i〇羊7月3≡ 0.35
3号声 平J=ilO字7月4≡ 0.55
天 美. L-i今戸 平成:○宇三月19≡2号声 JSiC 5 2053 :夢 i.卦_時 1日4 亭 ,7210年. 2 0.59361与6
多芋川 2号声 平～J-jZ9年iC月85 i.0
壱 請- l*- 平戎'.0年名月23ヨ2号宗 成i〇 6 4日3 づ声 lO辛 54 J=i 6 0.6595123
芸 缶' 1号宇2 声3 平J=ij.二〇辛8月2≡戎lO羊6 42戒T_0早 5ヨ 0,30.472
}= ヱ 1号房 平戎lO羊1月12ヨ2 京 ,.5210宇 日3 J.F 34 牢 乎J=i 0.5640183
杉 こ' 0.3799
光 が 丘 1号房平l=32iC羊i月8ヨ2牢乎JlO辛1 ≡ 0.3941
六ヨ第- 日 号声 平お 年Li月265 1 0.87
2 異 1与声2号苧 平J=A.'lC)幸i月22日成 O羊1 3 0.06359
有 窮 巨 奇手 平戒∋宇9月24_= 0.095
千 歳【 平L-3iO享5月26日 0.029
江戸川 1号房- 平戎10辛1月28日 0.016
2号牢 乎戎l〇羊1月23ヨ 0.02'i
A F= 一 宇戎10辛2月l8日 0.031
北■ 平成lO亭3月13ヨ 0.025
不然ごみ.寛大ごみ.Rl-星置設









示し､講 t2.Te_(G=C∴ 三三);=hLi丁る支序 lこ3を J､う:
(亡べ)｢讃美17;r)姓空文こく講講.=IielTTる7三捧呈7号ままjlJの己三.こより芋二9宇二2月









工 場 名 測定日 単位 :ng-TEQ/g
清掃工場(可燃ごみ)
諌 言 一 字,-i9年9月4日 8.2
世田谷* 平成10年7月2日 1.30
天 井 * 平成10辛5月21日 0.89
多摩川 平成9年10月8日 2.9
板 橋* 平成10年6月25日 1.5
葛 飾* 平成1時 6月2日 J 1.0
足 立 平成10年1月13日 1.9
杉 並 * 平J'iZlO辛7月8日 0.51
光 が 丘 平成10年1月8日 3.8
大田第一 平成9年11月26日 7.5
目 黒 t 平成10年1月23日 0.93
有 明 ー 平成9年9月24日 0.41
一一 JJ=.不T 房交 平成10年5月26日 0.63
江戸川 平成10辛1月28日 0.24
量 目 平成10享2月18日 0.24
牝* 平成10年5月13日 1 0.57
不燃ごみ.程大ごみ処至義設










工 場 名 調査頁百焼寄灰のダイオキシン類通産測定≡- 単だ'i :ng-T三Q/g
清掃工場(可燃ごみ)
読 .罵 平成9年9月4日 0.56
世E谷* 字義lO宇7月2日 0.54
大 井 * 平成10年5月21日 0.20
多摩川 平成9年7月17日 0.66
板 橋* 平成10年6月25日 0.16
葛 飾 下 平成10年6月2日 0.25
足 立 平成10辛1月13日 1.1
杉 並* 平成10字7月8日 0.32
光が丘 平成10年1~月8日 1.1
大E3宗 一 平成9年11月19日 0.052
目 黒 平成lO宇1月23日 0.19
有 明 平成9年9月10日 0.016
二 歳 *I 平成10年5月26日 0.043
江戸川 平成10年1月28日 0.0072













































































































現在 (平成 10年4月1E]現在)の組織及び人員は別紙1のとお り


























































































将 来 計 画
先端分子生物科学研究センター構想
低線量放射線の遺伝的影響に関する研究および環境変動と生休反応機構に関する研究の
ため､先端分子生物科学研究センターを整備する｡
同センター内に整備される遺伝子組換え実験設備等を利用 し､地域の大字や農､書､水
産関係試験研究機関と協力することにより､品種改良､環境浄化技術､新薬や実験動物の
開発等､事業の新たな展開を図る｡
(財)環境科学技術研究所
低線量放射線の遺伝的影
響など
先端分子生物科学研究センター
(遺伝子工学センター)
県産業関係試験場
農作物の品種改良
県畜産試験場畜産動物の品種改良
県水産試農場
水産動物の品種改良
1397-
